
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中勘助文学講演会 

物語はこうして生まれた 

日時 平成２５年１２月１４日（土） 

場所 藁科生涯学習センター ２階ホール 

詳細は裏面をご覧ください 

午後２時～３時３０分 （受付 午後１時３０分～） 

中勘助と羽鳥のうた 
日時 平成２６年１月２５日（土） 

場所 中勘助文学記念館 

午後１時～３時 （受付 午後０時３０分～） 

～中勘助のインド三部作とその登場人物モデル～ 

中勘助文学記念館顕彰事業 



 

静岡市には中勘助が所有していた書籍や原稿が多数寄贈されています。 

その中には中勘助本人による書き込みが多く残され、執筆や編纂の際の様子がうかがえます。 

本講演ではその一部を公開し、中勘助作品とその登場人物がどのようにして生まれたのかを探ります。 

日 時 平成２５年１２月１４日(土) 午後２時～３時３０分 （受付 午後１時３０分～）  

会 場 藁科生涯学習センター ２階ホール （静岡市葵区羽鳥本町５-９） 

アクセス ： しずてつジャストライン 藁科線「藁科学習センター」下車 

駐車場の数に限りがありますので、できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

参加費 無料 対 象 どなたでも（定員８０名） 

講 師 木内
き う ち

 英
ひで

実
み

 （小田原女子短期大学保育学科准教授） 

申し込み方法 平成２５年１１月２６日(火)午前８時より静岡市コールセンター（０５４-２００-４８９４）へ 

電話にてお申し込みください。（先着順） 

  

中勘助は羽鳥で過ごした日々の思いを、多くの詩や短歌、俳句として残しました。 

この読書会では、羽鳥に関する作品について、中勘助と親交のあった奥山氏が解説します。 

日 時 平成２６年１月２５日(土) 午後１時～３時 （受付 午後０時３０分～） 

会 場 中勘助文学記念館 (静岡市葵区新間１０８９-１２０) 

アクセス ： しずてつジャストライン 藁科線「見性寺前」下車２分 

駐車場の数に限りがありますので、できるだけ公共の交通機関をご利用ください。 

参加費 無料 対 象 どなたでも（定員３０名） 

講 師 奥山
おくやま

 和子
か ず こ

 (文筆家、羽鳥在住) 

申し込み方法 平成２６年１月８日(水)までに往復ハガキに、催事名、住所、電話番号、全員の氏名（ふりが

な）、返信用宛名を記入の上、下記までお申込みください。(多数抽選) 

＜送付先＞〒４２０-０８５７ 静岡市葵区御幸町４番地の１  静岡市文化振興財団 事務局 

 中 勘助 （1885-1965） 

 小説「銀の匙」で知られる中勘助は、昭和１８年、５８歳の時に療養のため東京から旧服織村

（現在の葵区新間、羽鳥付近）へ移り、４年半を過ごしました。村の自然や村人とのふれあい

はその後の作家活動に大きな影響を与え、帰京後も村人との交流は続きました。 

静岡市は、勘助が住んだ旧前田邸を中勘助文学記念館として公開しています。 
＜中勘助文学記念館＞ 

入場料：無料  開館時間：午前１０時～午後５時 

休館日：月曜日(祝日を除く)、祝日の翌日(土・日曜日を除く)、年末年始(１２月２６日～１月６日) 

ホームページ http://www.city.shizuoka.jp/deps/bunka/bunkazai_hogo_nakakan_index.htm 

その壱   
 

物語はこうして生まれた 

 
～中勘助のインド三部作とその登場人物モデル～ 

 

インド三部作…「堤
でー

婆
ば

達
だっ

多
た

」、「犬」、「菩提樹
ぼ だ い じ ゅ

の陰
かげ

」 

 

中勘助と羽鳥のうた 

 

主催：静岡市 

企画・制作・お問い合わせ：(公財)静岡市文化振興財団 ０５４-２５５-４７４６ 

その弐   
 

中勘助文学講演会 
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